
No.246 

、

-• 広報
。

町の人口水道だより…・…H・H ・... .・ H ・.. .・ H ・ ...8年頭のごあいさつ……・………・ 2

7 ,042 (+ 1) 

21 , 162 (-18) 
税務だ よ り……………….....・ H ・ -… 4

10 ,149 (-5) 男

11 ,013 (-13) 女かわら版…・… ……・・……… . 13議会 ・ 国保だ よ り ……・・……… ..5

1 2月 1 日現在
戸籍 ・ 町民カレンダー….....・ H ・ ...14保健だよ り ……… ・…・… - ・ 6

園
田
園
田
園
国
国

世帯数

口人

同和教育...・H ・.....・ H ・.. ..・ H ・...・ H ・-… 9

学校だより…・ .. . ・ H ・... . ・ H ・......・ H ・ .. 11

シ リーズ星空散歩・……………ー… 12

重信町総合公園起工 .1 …・・……… 3

印刷四国電話印刷(掬発行愛媛県塩泉郡重信町編集企画商工謀 @;791-O2 重信町大字志津川972番地 ïï (0899)64-2001 (代表)



宮古乙けあふ~. 2 ・

頭

ちが、

、.

年

あ

守〉

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
六
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん

で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
わ
が
国
は
、
戦
後
の
復

興
を
め
ざ
し
て
世
界
に
冠
た
る
経

済
大
国
と
し
て
、
ま
た
平
和
日
本

と
し
て
今
日
の
成
長
を
果
し
た
自

由
民
主
党
が
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
と

も
に

旧
弊
を
露
呈
し
な
が

ら
野
党

と
な
り
、
そ
う
し
て
連
立
政
権

の

細
川
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た

。

政
治
改
革
、
経
済
改
革
、
行
政

改
革
を
大
き
な
柱
と
し
て
今
迄
の

保
守
政
党
に
み
ら
れ
な
い
、
幻
世

紀
を
標
望
し
な
が
ら
斬
新
な
政
治

を
断
行
す
る
と
の
国
民
の
期
待
を

受
け
て
ス
タ

ー
ト

致
し
ま
し
た

。

し
か
し
な
が
ら

政
治
改
革
は
ま

、 h

み

-フ

治樹

重信町長

和田

ま
な
ら
ず
、
更
に
経
済
不
況
、
米

の
自
由
化
等
の
不
安
定
要
素
を
突

出
し
な
が

ら
五
里
霧
中
の
年
の
瀬

で
あ
り
ま
し
た
。

迎
え
ま
し
た
平
成
六
年
が
、
こ

の
様
な
要
素
を
払
拭
し
、
希
望
の

あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
の
推
移
で
あ
り
ま
す
が
、

南
野
田
の
工
業
団
地
が
完
工
し
、

今
年
当
初
に
は
各
企
業
が
進
出
の

た
め
の
工
場
建
設
が
計
ら
れ
ま

す
。

優
秀
企
業
の
町
内
で
の
ス
タ

ー
ト
、
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
西
岡

の
総
合
運
動
公
園
も

事
業
に

着
工
し
、
平
成
十

一
年
の

完
成
に
向

っ

て
進
捗
し
て
い
ま

す
。

懸
案
の
新
し
い
火
葬
場
が
、

川
内
町
松
瀬
川
地
区
に
決
定
し
新

春
早
々
工
事
に
着
工
致
し
ま
す
の

で
、
本
年
秋
に
は
近
代
的
な
新
設

火
葬
場
が
完
成
の
見
込
み
で
あ
り

ま
す

。一
方
、
新
し
い
ゴ
ミ
焼
却
場
建

設
、
将
来
へ
向
け
て

の
庁
舎

用
地

の
確
保
、
高
速
道
路
間
辺
整
備
な

ど
、
主
要
課
題
を
着
実
に
一
歩

一

歩
具
現
化
を
計
っ

て
参
り
ま
す

。

さ
ら
に
か
す
み
の
森
公
園
、
樋
口

公
園
も
三
月
末
に
完
成
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
大
型
事
業
の

推
進
と
共
に
、
生
活
環
境
整

備
、

住
民
福
祉
の
向
上
等
町
民
ニ

ー

ズ

を
把
握
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様

と
直
結
し
た
き
め
細
か
い
行
政
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な

行
財
政
を
見
極
め
な
が
ら
、
積
極
、

果
敢
に
対
処
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す

。

町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年

頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も

新
た
な
る
秩
序
の
構
築
へ
踏
み

出
し
、
そ
の
序
曲
が

奏
で
ら
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た

。

特
に
、
日
本
の
政
治
は
大
き

く
揺
れ
動
き
、
政
権
交
代
に
よ

る
連
立
政
権
が
誕
生
し
、
新
た

な
る
局
面
へ
向
か
う
こ
と
と
な

り
、
今
後
、
政
治
・
経
済
面
に

お
い
て
歴
史
的
な
胎
動
を
致
す

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
社
会

・

経
済

情
勢
は
、
国
際

化
、
情
報
化
、

1 3 ・すιけあぶ
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収

重信町議会議長

平岡

高
齢
化
が
よ
り
進
展
す
る
中
、

又
、
バ
ブ
ル
以
降
の
長
引
く
不

況
等
、
大
き
く
変
貌
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
た
め
、
行
政
に
対
す
る
需

要
は
益
々
複
雑
多
様
化
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
応

す
る
と
と
も
に
個
性
豊
か
な
、

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
が

重
要
と
な

っ

て
ま
い
り
ま
し

ナ
~。我

が
重
信
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
と

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
、
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
第
3

次
総
合
開
発
計
画
も

策
定
す
る
と
と
も
に
、
総
合
公

園
の
建
設
、
土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進
、
主
要
町
道
の
改
良
、

ほ
場
整
備
事
業
等
、
ま
た
、
高

齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
福

祉
事
業
の
向
上
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
積
極
的
に
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
今
後
も
更
に
研
鎖
に
努
め
新

し
い
時
代
に
対
応
し
た
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
快
適
な
生
活

環
境
の
整
備
、
う
る
お
い
の
あ

る
福
祉
の
充
実
、
活
力
あ
ふ
れ

る
産
業
振
興
、
心
豊
か
な
教
育

文
化
の
向
上
を
図
り
、
活
力
あ

る
町
勢
進
展
の
た
め
に
遁
進
致

し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
の
町
行
政
を
と
り
ま
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、
一
方

行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
高
度

化
、
多
様
化
し
、
さ
ら
に
増
大

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
最
善
を

尽
く
し
、
町
民
の
信
頼
と
負
託

に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か

ら
祈
念
致
し
ま
し
て

、

年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
六
日
、
町
民
待
望
の

「

重
信

町
総
合
公
園
L

起
工
式
が
、
西
岡
で
行

わ
れ
ま
し
た

。

こ
の
公
園
は
、
多
目
的
運
動
広
場
を

は
じ
め

、

テ

ニ
ス
コ
ー

ト
、
ゲ
l

ト
ボ

ー

ル
場
に
加
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ

ッ
ク
を

備
え
た
冒

険
・

わ
ん
ぱ
く
広

場
な
ど
、
す
べ
て
の
年
齢
層
の
町
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。今

年
度
か
ら
順
次
整
備
に
と
り
か
か

り
、
平
成
十
一
年
に
完
成
予
定
で
す

。

~ 、

忌

ヰキ

重信町総合公園完成予想図



~-#r.tAすめぶ・ 4 ・

税
務
だ
よ
り

正
し
い
確
定
申
告
を
お
早
め
に
グ

所
得
税
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日i
三
月
十
五
日

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

来
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
1

三
月
十
五
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計

算
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と

っ
て
い

ま
す

。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

FaJ

,A: 

-
F
F，
一

Fhq

て
いよ

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑

し
、

落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
た
せ
す

る

こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ

け
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
た
相
談
日
に
、
そ
の
他
の
方
も

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い

。

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
あ

わ
て
な
い
で
済
む
よ
う
に
、

今
か
ら
必
要
書
類
な
ど
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O

所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計

一
績
が
基礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を

超
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
、
給

与
の
年
収
が
一
千
五
百

万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人

な
ど
で
す
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か

り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
二
月

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
期
限

は
三
月
三
十

一
日
で
す

。

0

申
告
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

①
マ
イ
ホ
ー

ム
を
ロ

l

ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

②
医
療
費
を
十
万
円
以
上
支
払
つ

た
場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ

っ

た
場
合

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
は
、

一
一月
十
六
日
以
前
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
書

を
早
め
に
提
出
し
ま
す
と
、
税
金

の
還
付
も
早
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
受

け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

支
」
い
。

町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
平
成

五
年
中

の
所
得
を
平
成
六
年

一
月

一
日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

提
出
期
限
は

、

平
成
六
年
三
月
十

五
日
で
す
。

申
告
を
適
正
に

し
て
い
た
だ

く

た
め
に
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

な
お
、
今
年
か
ら
各

地
区
の
集

会
所
で
の
巡
回
相
談
は
中
止
し
ま

す
が
、
指
定
地
区
以
外
の
方
で
も

相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

ま
た
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん

。

町県民税申告相談日程表

相談日 指定地 区 相 談会場

2 月 18 日 幽 志津川

2 月 23 日(樹 田窪北
重信町農村環境改善センタ ー

2 月 24 日 (木) 田窪南

2 月 25 日 (翁 ノ日い 1耳X、 よ~

2 月 28 日(月) 山之内 ・樋口

3 月 1 日 附 横河原 重信町農協北吉井支所

3 月 2 日(7j<) 西岡

3 月 3 日(村 牛法IJ ・牛洲団地 ・ f番!寝台

3 月 4 日幽 南野田・北野田
重信町農協南吉井支所

3 月 7 日開) 下林

3 月 8 日 (刈 上林・上村
重信町農協拝志支所

3 月 9 日 (羽

3 月 10 日 (柑
予備 日

重信町農村環境改善センタ ー3 月 11 日 働
(全町)

3 月 14 日 (月)

3 月 15 臼 (刈

受付時間 午前9時~午後3時
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十
二
月
定
例
議
会

一
般
会
計
総
額
四
億
四
千
二
百
二
十
三
万
円

(
累
計
六
十
九
億
九
千
八
百
二
十
九
万
円
)
を
補
正

第
百
五
十
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
十
二
月
十
四
日
に
招
集
さ

れ
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
四
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
や
議
員
報
酬
、
特
別
職
及
び
職

員
の
給
与
等
の
条
例
一
部
改
正
、

広
域
的
水
道
整
備
計
画
の
策
定
、

中
子
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
制

定
、
県
営
土
地
改
良
事
業
等
に
伴

う
字
の
区
域
の
変
更
等
、
十
七
議

案
を
原
案
可
決
、
四
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
議
案
な
ど

六
議
案
を
総
務
委
員
会
で
閉
会
中

に
審
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
請
願
二
件
に
つ
い
て
は

趣
旨
採
択
と
し
、
「

県
道
百
五
十
二

号
(
寺
尾
・

重
信
)
の
未
供
用
部
分

の
改
良
と
供
用
を
求
め
る
請
願
書
」

は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
七
名
の
議
員
か

ら
、
町
財
政
、
建
設
事
業
、
生
活

環
境
の
整
備
、
福
祉
の
充
実
等
広

範
囲
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

-

ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金

九
三
、
五
四
七
千
円

1 5 圃官官乙けめぶ

-

地
域
福
祉
基
金
積
立
金

一
O

て
四
一
九
千
円

。
条
例
改
正
等

-

議
員
報
酬
等
一
部
改
正

議
員
報
酬
を
二
年
ぶ
り
に
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

-

特
別
職
等
の
給
与
一
部
改
正

二
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

-

職
員
の
給
与
等
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務

員
の
給
与
改
正
に
準
じ
て
、
町

職
員
の
給
与
を
平
均
一

・

九

七
%
引
き
上
げ
る
も
の
で
す

0

・

廃
棄
物
の
処
理
等
の

一
部
改
正

し
尿
く
み
と
り
料
金
が
、
十
三

年
ぶ
り
に
六
年
四
月
よ
り
引
き

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

。
農
業
委
員
の
推
薦

議
会
の
推
薦
す
る
農
業
委
員
に

宮
倉
和
良
氏
(
志
津
川
)
を
推
薦
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
松
山
市
重
信
町
共
有
山
林
組
合

の
議
会
の
議
員

共
有
山
林
組
合
の
議
会
の
議
員

に
、
大
西
美
喜
雄
氏
(
牛
淵
)
と
相

原
捷
氏
(
北
野
田
)
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

国
保
だ
よ
り

健
康
優
良
世
帯
を
表
彰

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
に
お
い
て

三
年
間
(
平
成
二
年
度
か
ら
平
成

四
年
度
)
と
一
年
間
(
平
成
四
年

度
)
医
療
機
関
で
受
診
せ
ず
、
か
つ

保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
八
十
世
帯

を
健
康
優
良
家
庭
と
し
て
表
彰
し

宇
品
1
レ
h
~。

表
彰
さ
れ
た
世
帯
主
の
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

三
年
間

一
(
上
林
)

(
樋
口
)

一
渡
部
ア
キ
ヨ

和
田
光
子
一
(
下
林
)

(
横
河
原
)
一
杉
尾
寛

一
橋
千
代
子
一
森
属
正

(
西
岡
)

長
田
武
彦
一
一
年
間

(
見
奈
良
)
一
(
樋
口
)

池
川

信
子
一
岡
宮
正
美

渡
部
久
枝
一
世
良
富
美
江

(
田
窪
)
一
田
中
理
悪
子

東
久
子
一
増
田
都

高
須
賀
シ
ズ
ヱ
一
吉
田
等

大
内
千
鶴
子
一
渡
辺
ハ
ツ

(
牛
湖
)
一
渡
部
良
孝

大
野
ス
ミ
ヱ
一
佐
伯
善
光

(
北
野
田
)
一
(
横
河
原
)

森
富
子
一
時
松
厚
男

八
塚
祐
一
一
二
宮
儒

渡
部
祐
司
一
(
牛
測
)

和
田
キ
ヨ

ミ
一
渡
部
美
香
子

山
内
清
満
一
伊
東
良
衛

土
居
ハ
ル
子
一
和
田
慶
三

(
志
津川
)
一
丸
岡
キ
ミ
コ

菅
野
欽
志
郎
一
上
野
イ
マ
子

坪
田
二
郎
一
新
宮
冬
子

冨
城
末
松
一
辻
田
耕
三

井
上
邦
男
一
田
淵
友
市

和
田
進
一
井
門
丈
太
郎

今
井
康
博
一
(
南
野
田
)

(
西
岡
)
一
小
林
芙
園

葛
原
友
悪
一
平
岡
楠
太
郎

佐
野
ツ
ネ
子
一
(
北
野
田
)

横
田
富
志
子
一
森
悌
二
郎

渡
部
鈴
子
一
佐
賀
光
雄

(
見
奈
良
)
一
森
田
準
一
郎

池
川

和
美
一
(
上
林
)

林
マ
サ
子
一
片
岡
今
朝
憲

秋
山
喜
美
悪
一
菅
原
義
則

小
崎
昭
二
一
森
次
郎

大
本
隆
己
二
下
林
)

高
岡
貞
男
一
植
杉
武
市
郎

(
田
窪
)
一
植
杉
政
治

和
泉
フ
ミ
コ

一
野
中
重
郎

大
西
清
隆
一
森
柴
造

増
田
紀
憲
一
渡
部
清

渡
部
成
美
一
小
山
力

中
山
亘
一
宮
脇
正
一

青
木
章
一
(
上
村
)

相
原
喜
美
子
一
津
川
カ
メ

ヨ

菅
礼
子
一
永
野
千
代
子

水
田
博
一
岩
田
貞
雄

1月の納税

町県民税第4期

由民健康保険税 第7期

納税期限 1 月 31 日 (月)

重信町健康づくり推進大会
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因

回
国
国
固

〈
場
所
〉

町
民
会
館

〈
持
参
品
〉

健
康
手
帳

〈
参
加
費
〉

無
料

〈
申
し
込
み
方
法

〉

実
施
日
一
週
間
前
ま
で
に
、
福
祉

課
・

保
健
婦
ま
で
連
絡
下
さ
い

。

〈
そ
の
他
〉

希
望
者
に
は
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
す

。

(
全
額
自
己
負
担
)

①
日
時
二
月
九
日
附

午
前
九
時
二
O
分
1

九
時
五
O
分

病
気
別
健
康
教
室

⑬
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
一
二
一
一
・

コ
二
二

病
気
別
の
健
康
教
室
を
左
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す

。

既
往
の
あ
る
人
、
ま
た
関
心
の

あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
、
」
し
下
さ

h
し
マ

②
場
所

町
民
会
館
・
診
察
室

③
検
査
項
目
・

料
金

- 貧血i

- 尿酸(総風の検査)

-総コ レステロ ール

全員 2.523Pl 
. HDL コ レステ ロ-)レ

. )jf機能検査

(GOT'GPT'Il'-GTP) 

- 中性1m I1方

- 腎機能検査

;{f;~担者 360円 . JÚL糖

※
検
査
を
正
確
に
行
う
た
め
、

朝
食
は
と
ら
な
い
で
下
さ
い

。

~ 日 時 内 4廿, 講 自市

9:20- 血液検査(希望者)9:50 

貧血教室 2月 9 日 (羽
10:00-

講義
乃万広子栄養士

「食事療法」について
保健婦12:30 

調理実習 「貧 JÜL予防食」

痛風 ・
講義

松山中央保健所高 コ レス
2月 15 日ω 14:00- 「痛風・コ レステ ロール

大岡洋子医師テロール 15:30 
について」教室

14 :00- 講義 済生会松山病院
2月24 日附 15:30 「糖尿病について」 田中 昭院長

講義 済生会松山病院
糖尿病

3月 2 日 (梢 14:00- 「糖尿病の食事療法に 小笠原喜代江教室 15:30 
ついて」 栄養課長

講義
日本体育協会公認

3月 8 日 (刈 14:00- スポーツ ドクタ ー16:00 「運動療法について」
林雄司医師

14: 00- 講義 愛緩大学医学部
3月 16 日附 15:30 「血圧について 」 新聞省二医師

高血圧
教室

10:00-
講義 ri成塩につ L て J

乃万広子栄養士
3月 24 日(栂 12:3 。 調理!実習I r減滋食」

保健婦
みそ汁塩分濃度iltll 定

※なお、 2月 1 5 日 r jifj風 ・コレステローjレ教室J 、 3 月 8 1'1 r相u尿病教室: J は 、 m~

flIlカレ ンダーの日程とは変更となりました。 ごT*下さ L 、 。

※太字は講師が変わ り ました。

⑧
福
祉
課
保
健
婦

町
で
は
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教

室
を

始
め
て
い
ま
す

。

病
気
や
老
化
な
ど
で
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
対

し
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
行
い
ま
す

。

対
象

町
内
在
住
の
方

時
間

午
後
一
時
三
O
分
1

三
時
三
O
分

場

所

町
民
会
館

担
当
者

医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦

料

金

無
料

申
し
込
み
方
法

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

福
祉
課
ま
た
は
保
健
婦
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

※
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

の
開
催
時
間

と
は
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

日程表

1 月 17 日 (月)

3 月 14 日 (月)

2 月 14 日 (月)

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

一
月
八
日
i

二
月
七
日

健
康
巴
感
謝
。

は
た
ち
の
献
血
。

献
血
は
、
二
O
O
M
献
血
、

四
O
O
叫
献
血
、
成
分
献
血
、

こ
の
三
つ
の

献
血
方
法
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
献
血
さ

れ
た
血
液
は
、
血
液
の
全
成
分

を
も
っ
全
血
製
剤
、
赤
血
球
や

血
小
板
な
ど
成
分
ご
と
に
分
け

ら
れ
た
血
液
成
分
製
剤
、
血
紫

か
ら
特
定
の
タ
ン
パ
ク
質
を
取

り
出
し
た
血
紫
分
画
製
剤
と
大

き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
医
療

機
関
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

医
学
の
進
歩
に
連
れ
て
血
液

製
剤
の
使
用
は
増
大
し
て
い
ま

す
。
一
九
九

一
年
(
平
成
三
年
)

の
献
血
者
数
は
八
O
七
万
人
で
、

人
口
の

六
・

六
%
で
し
た
が

、

血
液
製
剤
の
う
ち
全
血
製
剤
と

血
液
成
分
製
剤
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
を
献
血
で
賄
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
血
紫
か
ら
つ
く
ら

れ
る
血
紫
分
画
製
剤
の
使
用
が

特
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の

原
料
と
な
る
血
紫
は
現
在
の
献

血
血
液
で
は
す

べ
て
の
必
要
量

を
賄
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。



年
金
だ
よ
り

二
十
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト
F
­

国
民
年
金

成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
、
夢
や

希
望
を
持
っ
て
人
生
の
設
計
図
を

思
い
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
支

え
、
守
っ
て
い
る
も
の

・
・
・
・

そ
れ
が
、
「

国
民
年
金
」

で
す
。

日
本
に
居
住
し
て
い
る

二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢

や
障
害
な
ど
に
よ
り
安
定
し
た
日

常
生
活
が
損
な
わ
れ
る
の
を
、
国
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民
全
体
で
防
止
し
、
健
全
な
生
活

を
維
持
す
る
目
的
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

核
家
族
化
の
進
行
で
独
居
老
人

の
数
は
年
々
増
加
し
、
平
均
余
命

は
年
々
伸
び
て
い
ま
す
。
誰
に
で

も
訪
れ
る
老
後
、
い
ま
や
人
生
八

十
年
時
代
。
自
立
し
て
豊
か
な
老

後
を
過
ご
す
に
は
、
安
定
し
た
収

入
源
の
確
保
が
必
要
で
す

。
そ
の

時
に
な

っ
て
慌
て
な
い
よ
う
に

二

十
歳
の
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
、
っ
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

役
場
町
民
課
で
加
入
手
続
き
を
し

手
品
l
)
よ
、
つ
。

国民年金に加入しましょう/

源
泉
徴
収
票

、

か
交
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
老

齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、

所
得
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
「

雑
所

得
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。年

金
の
支
払
者
で
あ
る
社
会
保

険
庁
で
は
、
老
齢
を
支
給
率
由
と

す
る
年
金
を
受
け
て
い
る
方
全
員

に
対
し
て
、
そ
の
年
の

一
年
間
に

支
払
っ
た
年
金
の
総
額
、
源
泉
徴

収
額
及
び
控
除
の
内
容
な
ど
を
記

載
し
た

「

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」

を
翌
年
の
一
月

三
十
一
日

ま
で
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
る
方
は
、
原
則

と
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
二
つ
以
上
の
年
金
支
払

者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
方
や
年
金
以
外

に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申

告
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
源
泉

徴
収
に
お
い
て
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
(
医
療

費
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
な
ど
て
所
得
税
が

納
め
過
ぎ
と
な

っ

て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
税
額
の
還
付
を
受
け
る

た
め
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ

町
民
課
国
民
年
金
係

宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
二
三
二

⑬
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
三
一
一
・

コ
二
二

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す

。

家
庭
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
自

分
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
、

ボ
ケ
に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

対
象

町
内
在
住
の
老
人
及
び

そ
の
家
族

受
付
時
間

午
後
二
時
1

四
時

場
所

役
場
保
健
婦
室

担
当
者

医
師
、
保
健
婦

料
金

無
料

内
容

個
別
で
相
談
に
応
じ
必

要
な
指
導
及
ぴ
助

言
を

行
い
ま
す
。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

事

前
に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

日程表

3 月 7 日 (月)

2 月 7 日 (月)

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
全

献
血
中
心
を
改
め
、
必
要
な
成

分
だ
け
を
献
血
し
て
い
た
だ
き

貴
重
な
血
液
を
有
効
に
活
用
で

き
る
「
成
分
献
血
」

へ
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
推
進
し
、
国
内
で

す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
賄
え
る

よ
う
に
す
る
の
が
、
こ
れ
か
ら

の
目
標
で
す
。

そ
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
血

液
製
剤
を
過
不
足
な
く
供
給
で

き
る
献
血
受
け
入
れ
体
制
を
つ

く
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
は
た

ち
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
あ
な
た

の
愛
を
行
動
に
移
し
て
く
だ
さ

い
。
献
血
は
、
人
の
命
を
救
う

尊
い
行
為
な
の
で
す
か
ら
:
・
。献血シンボルマーク
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水
道
だ
よ
り

寒
さ
か
ら

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

-
R夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4

℃
以
下
に

な
り
ま
す
と
、
防
寒
の
不
完
全
な

水
道
管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
特
に
多
い
の
は
、
次

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

@
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な

っ
て

い
ヲh
vシ
」
ヲ
」λ
J

@
水
道
管
が

北
向
き
に
あ
る
と
こ

人
J

@
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
水
道
管

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、

じ
ゃ
口
を
開
け
、
タ
オ
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急

激
に
か
け
る
と
、
破
裂
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

以
u
o

じ

/

冬
、

一

の
\

道
f

水
し

防
寒
の
し
か
だ

。
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。

が
破
裂
し
や
す
い
の
で
、

う
に
完
全

に
包
ん
で

く
だ
さ
い
。

じ
ゃ
口

絵
の
よ

@
手
近
な
も
の
と
し
て
、
毛
布
、

布
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ

れ
ら
が
ぬ

れ
な
い
よ

う
に
、
上

か
ら
ピ

ニ

ル
な
ど
を

巻
い
て
く

だ
さ
い
。

@
メ
ー

タ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い

古
し
の
毛
布
や
布
切
れ
な
ど
を
入

れ
、
メ
1

0
ノ
中
小
ツ
ケ
ノ

ス
の
上
に

ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
を

の
せ
て
保

温
し
て
く

だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
/

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

-

空
家
住
宅

八
反
地
第
一
団
地
(
一
戸
)

八
反
地
第
二
団
地
(
二
戸
)

・

入
居
資
格

町
内
に
在
住
又
は
勤
務
場
所

の
あ
る
方

-

随
時
募
集

・

申
込
受
付
場
所

・

問
合
せ
先

役
場
町
民
課

宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
二
三
二

重信町教育相談室

月 日 相談員

12 稲荷善一

l 19 武智道子

23 林 ト シ子

2 
2 池川 敏朗

9 水田敏成

毎週水曜日

13: 00-17:00 
図書館3階

64-3437 
直接来られでも

かまいません。

時

所
話

- 目

-場
・電

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
に
土
地
を

お
持
ち
の
方
ヘ

町
で
施
行
し
て
い
る
野
田
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
お
い
て
、

現
在
ま
で
に
道
路
築
造
が
終
了
し

た
箇
所
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
三

月
末
ま
で
に
舗
装
工
事
(
防
塵
舗

装
を
含
む
)
の
完
了
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
舗
装
工
事
施
工
後
、

給
水
管
の
布
設
を
行
う
と
道
路
復

旧
に
係
る
自
己
負
担
費
用
が
増
え

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
内
の
土

地
に
給
水
管
の
布
設
を
計
画
さ
れ

て
い
る
方
は
、
早
め
に
新
村
水
道

組
合
及
び
町
水
道
課
と
の
協
議
を

行
っ
て
下
さ
い
。

⑧
⑧
⑩
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

ヰ
品
l
v
h
~
。

高
須
賀
澄
夫
さ
ん

和
田
久
巳
さ
ん

露
口

勉
さ
ん

武
智
忠
利
さ
ん

⑧ 

(
上
村
)

(
樋
口
)

(
牛
洲
)

(
志津
川
)

エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室

平
成
五
年
一
O
月
末
現
在
の
、

我
が
国
の
エ
イ
ズ
患
者
・

感
染
者

は
、
一
、
三
五
六
名
(
凝
固
因
子
製

剤
に
よ
る
も
の
を
除
く
)
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
患
者
数
は
年
々
二

倍
の
ペ
ー

ス
で
急
増
し
て
い
ま
す

。

愛
媛
県
で
は

、

昨
年
一
O
月
に

一
名
の
エ
イ
ズ
感
染
者
が
初
め
て

確
認
さ
れ

、

今
年
も
七
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
新
た
に
二
名
の
エ
イ

ズ
患
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
、
感
染
予
防
の
行
動

を
取
ら
な
け
れ
ば
誰
で
も
か
か
り

う
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

松
山
中
央
保
健
所
は
、
住
民
の

皆
様
に

「
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し

い
知
識
」
を
身
に
付
け
て
項
く
た

め
に
、

平
成
六
年
一
月
か
ら
の
毎
月
、

第
二
月
曜
日

午
後
三
時
三
O
分
か
ら

一
般
の
皆
様
を
対
象
に

「
エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室
」
を

開
設
し
ま
す
。

医
師
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
講

演
、
ビ
デ
オ
上
映
等
、
今
、
話
題

の
エ
イ
ズ
最
新
情
報
を
提
供
し
ま

す
の
で
、
お
友
達
を
お
誘
い
の
上
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

閉
会
せ
先

松
山
市
北
持
田
町
二
ニ
二
番
地

松
山
中
央
保
健
所

告
四
一
l

一
一
一
一
刊



同

和

教

宵

「
第
五
回
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら①

言
葉
は
相
手
を
正
し
く理

解
し
て

北
吉
井
小
学
校
六
年

河
野
祐
輔

「

ょ
う
、
元
気
だ
っ
た
か
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
帰
り
。

」

そ
の

言
葉
を
聞
い
た
ぼ
く
は
、

心

臓
に
矢
を
突
き
立
て
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
し
ば
ら
く
そ
こ
に

ぼ
う
然
と
立
っ
て
い
た

。

ぽ
く
の

頭
の
中
は
、
み
じ
め
な

気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

。

ぼ
く

は
、
父
の
仕
事
の
都
合
で
、

二
年
間
ド
イ
ツ
に
行

っ
て
い
た

。

こ
の
夏

、

日
本
に
帰
っ

て
き
た

。

あ
る
時
、
友
達
と
遊
ん
で
い
た

。

そ
こ

で

中
学
二
年
の
A

君
が
や

っ

て
き
た
。

こ

の
A

君
は
、
以
前

か
ら
ガ
キ
大
将
で
通

っ
て
い
て

、

ぽ
く
も
よ
く
い
じ
め
ら
れ
た

。

「
そ
う
い
え
ば
、

A
君
と

会
う
の

も

久
し
ぶ
り
だ
な
あ
」

と
思
っ
た

ら

、
向
こ
う
か

ら

こ

の
あ
い
さ
つ

・
。
な
ぜ
か
出
る
言
葉
も
な
く
、

た
だ
た
だ

A
君
を
み
つ
め
る
だ
け

だ
っ
た
。

し
ば
ら

く
し
て
、

学
校
で
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
。

「

イ
ン
ド
帰
り
、
何
し
て
ん
だ

。

」

19 .~~ιけめぶ

と
い
う

声
が
し
た
。

ま
た

、

胸
に

矢
が
突
き
さ
き
る
思
い
だ

っ
た
。

二
度
と
味
わ
い
た
く
な
か

っ
た
の

に
。

母
に
相
談
す
る
と
、

「
人
の
悪
口
を
言
う
人
は
寂
し
い

人
だ
か
ら
、
む
し
ろ
か
ば
っ
て
あ

げ
な
さ
い
。

」

と

言
っ
た
。

「

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

な
。

」

と
思
っ
た
。

ぼ
く
は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
は
、

あ
ま
り

気
に
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
の
だ
が
、
う
れ
し
い
こ
と
で

は
な
い

。

だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
、

カ

ン
ボ
ジ

ア
や
イ
ン
ド

の
人
々
に

同
情
し
て
し
ま

っ
た
。

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る

が
、
カ
ン

ボ
ジ

ア
や
イ
ン

ド
で
は
、

五
人
に
一
人
は
五
歳
ま
で

生
き

ら

れ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
は
、
国
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
勢
か
ら

生
じ
る
こ
と
だ
そ

う
だ

。

圏
内
で

の
内
乱
の
せ
い
で
、

国
民
は
、
空
腹

の
中
で
お
び
え
な

が
ら
生
活
し
て
い
る

。

食
べ
る
も

の
も
食
べ
ら
れ
ず
、
た
え
ず

心
配

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
な
ん
て

か
わ
い
そ
う
で
た
ま

ら

な
い
。

そ

れ
な
の
に
、
A

君
の
よ
う
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
ま
る
で
見
下
げ
た
言
い

方
を
す
る
の
は
許
せ
な
い

。
も

っ

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
と
を
知

っ
て

も
ら
い
た
い
。
も

っ

と
世
界
の

人
々
に

つ
い
て
関
心
を
も

っ
て
も

ら

い
た
い
。

は
く
が
学
校
で
、
つ
ぎ
の
時
間

の
た
め
の
勉
強
の
用

意
を
し
な
が

ら

B

君
と
話
し
て
い
る
と
、
他
の

ク
ラ
ス
の

ふ
た
り
の

男
子
が
い
き

な

り
や
っ

て
き
て
、
ぼ
く
に
、

「

カ
ン
ボ
ジ
ア
帰
り

、

カ
ン
ボ
ジ

ア
帰
り

。

」

と
は
や
し
た
て
た

。

い
き
な
り
だ

っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
が

、

し

だ
い
に
意
味
が
分
か

っ
て
き
た

。

ど
う
し
て
そ
れ
を
知

っ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
疑
問
と

、

あ

の
な
ん
と

も

た
ま
ら
な
い
み
じ
め
な

気
持
ち

が
ぼ
く
を
お
そ

っ

て
き
た
。
「
ま
た

や
ら
れ
た
。
L
と
思
っ
た
と
き
、

「
な

に
を
言
う
ん
だ
、
お
ま
え

。

」
と
B

君
が
言
っ
た
。

こ
の
一
言
で
、
彼

ら
は
自
分
の
ク
ラ
ス
へ
帰
っ
て
行

っ
た
。

B

君
の

一
言
で
、
今
に
も

泣
き
だ
し

そ
う

に
な

っ
て
い

た

ぼ

く

は
、
「
救
わ
れ
た

。

」
と

い
う

思

い
で
い

っ

ぱ
い
だ
っ
た
。
今
ま
で

に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

気
分
だ

。

「
く
も

の
糸
」

の
カ
ン
ダ
タ
が
、

お
し

ゃ

か
様
が
降
ろ

さ
れ
た
糸
を

み
つ
け
た
と
き

、

こ
ん
な

気
持
ち

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

っ
た
く
ら

し
だ「

ぼ
く
が
B

君
だ
っ
た
ら

、

あ
の

一
言
が
言
え
た
だ
ろ
う
か
。

」
B

君

は
、
ほ
く
の
た
め
に

勇
気
を
ふ
る

っ
て
く
れ
た

の
だ
。

日
本
に
帰
っ

て
間
も
な
い
ほ

く

が
、
少
し
弱

気

に
な

っ
て
い
る
の
を
知

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
経
験
を
し
て
か
ら

、

学

級
の
友
達
を
よ
く

見
て
み
る
と

B

君
以
外
に
も
心
の
や
さ
し
い
、

勇

気
の
あ
る
行
動
を
し
て
い
る
人
の

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ぼ
く
の
ク
ラ
ス
に
も

学
校
に

も
、
人
と
違
う
と
こ
ろ
の
あ
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る

。

ぼ
く
は
そ
の

人
達
と
も

っ
と
も

っ

と
な
か
よ

く

し
て
、
み
ん
な
で
、
楽
し
い

学
校

生
活
を
送
り
た
い

。

ガ
く
ゅ
う
ロ
l

ン

財
形
教
育
融
資
の
ご
案
内

-
利
用
で
き
る
方

財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
方

・
対
象
と
な
る
資
金

本
人
ま
た
は
親
族
が
入

学

金
、
受
験
料
、
下
宿
等
、
進
学
、

修
学
に
必
要
な
資
金

-
対
象
と
な
る
学
校

高
校
、
大
学
等
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
教
育
機
関

-
融
資
金
額

財
形
貯
蓄
残
高
の
五
倍
以
内

限
度
額
は
、
進

学
資
金
三
O
O

万
円
、
修
学
資
金

一
五
O
万
円
、

た
だ
し
、

一
O
万
円
以
上

・
融
資
利
率

年
五
・

三
七
%

固
定

金
利
制
(
平
成
五
年

一
O

月

二
O
日
現
在
)

-
返
済
方
法

八
年
以
内
毎
月
払
い
、
六

か
月
払
い
、
併
用
払
い
の
一
二種

・
保
証
人

一
人
以
上
ま
た
は
財
形
信
用

保
証
附
の
債
務
保
証

※

お
申
込
み

金
融
機
関
の
財
形
教
育
融
資

業

務
取
扱
店
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健康マラソン大会
平成 6年 2 月 6 日 (日)(小雨決行)

悶天時 2月 11 日働

重信中学校運動場

8 : 30-(当日受付)、開会式9 : 00 

9 : 10 

3km 

町内居住者、 町内の学校 ・ 事業所に

通勤 ・ 勤務する者

第16圃

時

-場所

・受 付

・ スタート

・ コース

・参加資格

- 日

400歳駅伝大会
平成 6年 2 月 6 日 (日) (小雨決行)

雨天時 2月 11 日(甜

重信中学校運動場

8: 30- 、 開会式9 : 00 

10 : 00 

重信中学校周辺

分館単位で男子6名、女子4名、

合計10名

第19固
時

-場所

・受 付

・ スター卜

・ コース

・編 成

- 日

平
成
5
年
度

重
個
町
婦
人
団
体
研
修
会

※今回は、健康マラソン、駅伝とも、 同 じ 日 にあります。

恒
例
の
研
修
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま

す
。

-
テ
l
マ

清
潔
で
気
持
ち
の
よ
い
生
活
環

境
を
目
指
し
て

(
重
信
町
の
ゴ

ミ
に
対
す
る
課

題
と
対
策
)

-
日
時

平
成
6

年
2

月
日
日
制

午
前
9

時
l

u
時
却
分

・
場
所

重
信
町
民
会
館

・
実
務
者
の
話

・

重
信
町
の
実
状

・
講
演

黒
瀬
久
美
子

(
岩
城
村
ゴ

ミ
問
題
を
考
え
る

女
性
の
全
)

めての 卜ールペインテインクー池崎伸子 ・表具のしお

り 一 山本元 ・歌舞伎鑑賞事典 水落潔 ・ 囲碁は楽し一

加瀬精久 ・運を育てる一米長邦雄 〈言語学〉・ 言語学

とは何か一田中克彦 ・ ワ ープロ作文技術一木村泉・ 手

紙・表書き常識百科 一渡部昇一 〈文学〉・短歌をよむ一

俵万智 ・ 回想の父茂吉母輝子一斎藤茂太 ・耕一藤原て

い ・ 渇く一瀬戸内寂聴 ・松本清張傑作総集I 松本清

張・思い出の作家たち 1一文芸春秋編

( 1 月の休館日)

1 - 4 日、 10 日、 15 日、 1 6 日、 1 7 日、 24 日、 31 日

〔今月の目標〕

・道徳的な書物とか不道徳な書物とかいうようなもの

はない。 書物はよく書かれているか、 悪〈書かれてい

るかである 。 (ワイルド)

〔新刊図書案内〕
〈社会科学〉・世界政治をどう見るか一鴨武彦 ・金融

入門一岩田規久男 ・高齢者レクリ エー ションのすすめ

一千葉和夫 ・贈る日の リ ボンー永井久美子 ・暮らしに

生かそう サ イ エ ンス ー小森田精子・地震・ 火山の事典

一勝又譲 〈医学〉・子どもの食物アレルギ一一西間三

馨 ・ がん告知以後一季羽倭文子 ・健康づくりのワナ

小野三嗣 ・身近な薬効植物100- 田中孝治 〈環境問題〉

・最新アジアごみ情報一孫永培・地球環境キー ワー ド

事典一環境庁地球環境部編・絵とき地球環境を土から

みると一松尾嘉郎 ・廃棄物学入門一田中勝 〈家政学〉

・ クッションがいっぱい 林ことみ ・花といっしょに

l 目。一下回直子 ・ 野菜が主役めへルシーおかず一有元

葉子・ 山菜ク ッ キングー今善一・手作りケーキー島津

睦子 ・ お菓子とデザー ト ー メア リー・ペリ ー・赤ちゃ

んが来た一石坂啓 〈産業〉・コ メ ・再考一満田久輝 ・世

界の食糧と農業松島正博・コ メ開放決断の日一土門

岡IJ ・ キノ コ狩り必勝法一矢萩信夫 〈芸術・芸能〉・ はじ

貴女図書館だより貴女



学
校
だ
よ
り

⑨

本
校
は
昭
和
二
十
三
年
十

二
月

一
日
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
四
十

五
周
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
県
立

高
校
で
す
。
す
で
に
卒
業
生
は
一

万
一
千
七
百
五
十
八
名
の
多
数
に

及
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
入
学
定
員
は
、
普
通
科

八
、
商
業
科
二
、
衛
生
看
護
科
一

の
合
計
十
一
ク
ラ
ス
で
四
百
四
十

名
で
す
。
全
校
生
徒
は
一
千
四
百

九
名
で
、
県
下
最
大
規
模
の
高
校

で
す
。

本
校
の
魅
力
は
、
南
に
皿
が
嶺
、

東
に
石
鎚
山
を
望
み
、
西
は
広
大

な
道
後
平
野
の
向
う
に
明
る
い
瀬

戸
の
海
を
望
む
豊
か
な
自
然
の
中

に
あ
る
こ
と
で
す
。
校
庭
に
は
、

秋
に
た
く
さ
ん
ど
ん
ぐ
り
の
実
を

つ
け
る
く
ぬ
ぎ
林
が
あ
り
、
林
間

d
咽
噛
叫

1 1 1 ・JFιけめぶ

玄関風景

を
抜
け
る
遺
跡
金
比
羅
道
は
昔
の

面
影
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
校
地

の
広
さ
は
県
立
高
校
の
中
で
も
有

数
で
あ
り
、
ゆ

っ

た
り
と
広
い
環

境
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
い
き
い

き
と
し
た
高
校
生
活
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

純
真
で
、
こ
こ
ろ
の
優
し
い
生

徒
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

こ
の
よ

う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の

も
と
に
、
生
徒
自
ら
の
進
路
実
現

を
手
助
け
す
る
き
め
細
か
な
進
路

指
導
、
自
ら
を
律
し
、
責
任
を
持

っ
て
行
動
す
る
強
い

心
を
育
て
る

生
徒
指
導
、
人
を
思
い
や

る
温
か

い
心
を
育
て
る
こ
こ
ろ
の
教
育
を

と
お
し
て
、
心
身
と
も
に
健
全
な

国
際
的
視
野
を
持
っ
た
社
会
人
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し

豊
か
な

心
と
た

く
ま
し
い
気
力
体
力
を
培
う
本
校

の
教
育
に
つ
い
て
は
、
高
い
評

価

を
得
て
、
重
信
、
川
内
地
区
に
止

ま
ら
ず
、
松
山
市
内
か
ら
も
多
く

の
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。
本

校
へ
の
入
学
希
望
者
は
近
年
き
わ

め
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
科
別

の
特
色
は
、
普
通
科
は
、

一
年
生
は
共
通
科
目
を
履
修
し
、

二
年
生
か
ら
文
科
系
と
理
科
系
の

二
類
型
に
分
か
れ
ま
す
。
三
年
生

か
ら
は
進
路
に
応
じ
て
、
さ
ら
に

文
科
系
三
類
型
、
理
科
系
一
類
型

の
計
四
類
型
に
わ
け
で
、
大
学

・

短
大
・

各
種
専
門
学
校
等
志
望
の

進
路
に
対
応
で
き
る
よ
う
き
め
細

か
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

商
業
科
は
、
実
社
会
で
行
わ
れ

て
い
る
事
務
や
情
報
処
理
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
修
得
さ
せ
、
こ

れ
ら
の
業
務
に
従
事
す
る
者
を
養

成
し
て
い
ま
す
。
三
年
生
に
な
る

と
職
場
実
習
と
し
て
、
松
山
市
内

の
デ
パ
ー
ト

で
販
売
実
習
が
あ
り

ま
す
。

衛
生
看
護
科
は
、
看
護
に
関
す

る
知
識
・

技
術
や
態
度
を
修
得
さ

せ
、
病
院
や
そ
の
他
の
医
療
機
関

等
で
、
看
護
の
業
務
に
従
事
す
る

者
を
養
成
し
て
い
ま
す

。
病
院
実

習
が
長
期
に
わ
た
り
、
数
回
あ
り

ま
す
。

進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

四
年
度
(
平
成
五
年
三
月
)
卒
業

生
全
体
の
進
学

・
就
職
状
況
は
、

卒
業
者
数
回
百
六
十
八
名
中
進
学

三
百
六
十
一
名
、
就
職
七
十
三
名

で
す
。

普
通
科
は
、
三
百
四
十
三
名
中

進
学
二
百
九
十
五
名
で
、
ほ
と
ん

ど
全
員
が
入
学
時
か
ら
進
学
を
希

望
し
、
そ
の
多
く
が
目
標
を
実
現

し
て
い
ま
す

。

商
業
科
は
、
八
十
五
名
中
就
職

は
五
十
五
名
で
、
進
学
二
十
九
名

で
す
。
最
近
は
商
業
科
か
ら
の
進

学
希
望
者
も
増

加
し
て
い
ま
す

。

衛
生
看
護
科
は
、
四
十
名
中
三

十
七
名
が
さ
ら
に
正
看
護
婦
を
め

ざ
し
て
進
学
を
し
ま
し
た

。
例
年

全
員
が
進
学
希
望
の
状
態
で
す

。

特
別
活
動
と
し
て
、
年
聞
を
通

し
て
、
多
く
の
楽
し
い
学
校
行
事

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
遠
足
、

運
動
会
、
文
化
祭
、
修
学
旅
行
、

看
護
科
の
戴
帽
式
、
ク
ラ
ス
マ

ッ

チ
・
・
・
・
・
・
。

生
徒
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

運
動
会
や
文
化
祭
は
、
生
徒
た
ち

が
一
致
団
結
し
て
素
晴
ら
し
い
思

運動会応援風景

い
出
を
作
っ
て
い
ま
す

。

部
活
動
は
、
体
育
的
部
門

二
十

三
、
文
化
的
部
門
二
十
二
の
部
が

あ
り
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
成
績
は
、
ダ
ン
ス

部
の
県
大
会
準
優
勝
と
と
も
に
、

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
・
陸
上
競
技
部

・

水
泳
部
等
が
四
国
大
全
で
活
躍
し

ま
し
た
。
野
球
部
が
中
予
地
区
新

人
大
会
で
優
勝
、
剣
道
部
が
中
予

大
会
で
優
勝
、
県
の
新
人
大
会
で

準
優
勝
し
ま
し
た

。
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
部
・

テ
ニ
ス
部
の
活
躍
も
目

立

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
吹
奏
楽
部

・

コ
ー
ラ
ス
部

・

美
術
部

・
経
済
調

査
部
等
の
文
化
部
も
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

日
本
学
生
科
学
賞
の
昨
年
度
全

国
入
選
一
等

、
本
年
度
全
国
第
一

佐
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受
賞
は
特

筆
す
べ
き

こ
と
で
す

。

「
恵
ま
れ
た
環
境
・

躍
動
す
る
青

春
」

の
東
温
高
校
を
い
ま
ま
で
以

上
立
派
な
学
校
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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重信天文台から 一一

*1 月の星空あんない
一一観察場所 重信町見奈良

観察時間 1 月中旬の20時ころ

になっています。オリオン座のベテルギウス、こい

ぬ座のフ。ロキオ ン、おおいぬ座のシ リウスを結んで・

出来る三角形が 「冬の大三角形」 です。

月明りが無ければオリオン座の大星雲が肉眼で見

えるで しょう 。 冬の天の川は暗くて見えにくいので

すが、灯火が無い所では良く晴れた夜には肉眼で見

えることがあります。

土星と金星は太陽に近付いて見えな くなっていま

す。肉眼で見える惑星は、早朝の3時ころに出る木星

しかありません。

1年中で最も寒い時期です。星が良く 見える夜には

冷え込みます。 風邪を引かないように暖かくして星

空を見ましょう 。 日 の入りが少し遅くなっています。

1月には、ぎよしゃ座、ふたご座、などの星座を見

ましょう 。 夕方にはプレアデスが天項付近に見え、

おうし座のアルデパラン、ぎよしゃ座のカペラ、ふ

たご座のポル ッ クス、こいぬ座のフ。ロキオ ン、おお

いぬ座のシ リウ ス、オ リオ ン座の リケゾレの6個の1等

星がオ リオ ン座のベテルギウスを囲んでいます。冬

の星座には明るい星が多いのでとても賑やかな星座

県
営
住
宅補欠

入
居
者
募
集

-
申
込
受
付
期
間

平
成
六
年
二
月
十

四
日
聞
か
ら

一
一
月
十
八
日
幽
ま
で
の

八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

・
受
付
場
所

山
城
北
・
城
西
地
区
、
城
東
地

区
、
城
南
地
区

松
山
市
北
持
田
町
一
三
二

松
山
地
方
局
建
設
部

建
築
指
導
課
県
営
住
宅
係

(包
囲
一
ー

一
一
一
一

内
線
四
四
二
)

ω
伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
二
六
九
の
一

松
山
地
方
局

伊
予
土
木
事
務
所

(宮
八
二
ー

一
二
O
五
)

・
抽
選
日
時

平
成
六
年
三
月
二
日
附

十
三
時
三
十
分
か
ら

募集団地

地 区名 団地 名

松風 ・ 松翠 ・ j~月美 ・
城北 ・ 城西地区 梅津寺 ・ 潮見 ・ !免峰・

中須賀

i荷辺 ・ 梅の本 ・ 天ネ'1 ' ・
城東地区 牛洲 . 11今松 ・ 久米 ・

三PI]

城南地 区
石井 ・ 森松 ・ 砥音[1.

西石井

伊予地区 新川・ 伊予



重
信
町
文
惜
フ
ォ
ー
ラ
ム
曲
、
初
め
て
開
催f

重
信
町
政
策
懇
談
会
初
会
合

重
信
町
政
の
目
標
で
あ
る

「

み
ど
り
と
文
化
の
ま
ち
重
信
L

を
め
ざ
し
、
グ
生
活
文
化
都
市
。

建
設
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
懇

談
す
る
た
め
、
重
信
町
政
策
懇

談
会
が
設
置
さ
れ
、
十
一
月
十

八
日
、
初
会
合
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

町
内
在
住
の
男
女
各
十
名
に

よ
る
委
員
で
構
成
さ
れ
た
懇
談

合
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
む
け

て
町
政
の
問
題
・

課
題
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た

。

1 13 ・官官ιけめぶ

男
女
共
同
参
画
型
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
十
一
月
二
十
八
日

町
民
会
館
で
、
重
信
町
女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
沖

藤
典
子
氏
を
招
き
、
「
女
も
男
も
と

も
に
創
る
社
会
」

と
題
し
て
の
講

演
。
続
い
て
男
女
三
人
の
意
見
発

表
。
さ
ら
に
意
見
交
換
で
は
、
同

氏
や
木
村
県
女
性
局
長
の
助

言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
の
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
し
た

が
、
約
三
百
人
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

重
信
町

老
人
ゲ
ー
ト
ホ
l

ル
大
会

十
一
月
二
十
五
日
、
田
窪
の
河

川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

老
人
ゲ
ー

ト
ボ
l

ル
大
会
で
は
、

二
十

一
チ
l

ム
約
百
三
十
名
の
お

年
寄
り
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
コ
ー

ト
を
動
き
回
り
、

一
プ
レ
イ

、
一

プ
レ
イ
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し

た
。上

位
順
住
は
次
の
と
お
り
で
す

。

優
勝
横
河
原

B

チ
ー
ム

準
優
勝
田

窪
B

チ
l

ム

第
3

位
堀

池
A
チ
l

ム

パ
ン
ジ
ー
・
葉
ぼ
た
ん
配
布

冬
景
色
に
色
ど
り
を
と
、

重
信

町
青
年
団
体
連
合
会

(
S
A
R
A
)

が
役
場
な
ど
町
内
各
公
共
施
設
に

プ
ラ
ン
タ
l

を
設
置
し
ま
し
た
。

S
A

R

A

が
発
足
当
初
か
ら
推

進
し
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
十
二
月
十
二
日
、

メ
ン
バ
ー

二
十
人
が
、
パ
ン
ジ
ー
­

葉
ボ
タ
ン
な
ど
、
プ
ラ
ン
タ

l

百

五
十
鉢
に
植
付
け
、
各
施
設
に
配

布
し
ま
し
た

。
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棚瞬
静
盟
側

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
年
を
む
か
え
、
気
持

ち
も
新
た
に
、
広
報
づ
く
り
に
と

り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
成
(
い

ぬ
)
。
犬
は
、
家
畜
の
中
で
も
最
も

人
間
と

の
付
き

合
い
が
古
い
と
か
。

お
正
月
の
遊
び
に
つ
き
も
の
の

か
い
ろ
は
か
る
た
。
に
も

「
犬
も

歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」

と
、
い
の

一
番
に
登
場
し
ま
す

。

こ

の
「

犬
も
歩
け
ば
:

・
」
は、

ど
う
い
う
意
味
か

。

本
来
は

寸
出

歩
け
ば
災
難
に
あ
う
こ
と
が
多
い
L

と
い
う
た
と
え
だ
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
最
近
で
は

「

歩
き
回
れ
ば

チ
ャ
ン
ス
に
全
え
る
」
と
解
釈
す

る
人
が
多
い
と
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今

年
は
い
い

チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
み
た
い
で
す
ね

。

良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

(
ん
)

役場は

毎週土曜日

休みで弘
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聞

画

困

層同

圃

死
t
(
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
)

山積志田 志 北検 牛志志上下 住
之原j可 j幸 i宰!tf i可 i，主 i宰
内 川 窪川悶原油l 川川村林 所

大笠 松崎岩水束尚昆武文 須賀高プノ 音 氏石 松 問落倉 須 口智野 井
ミヨ{原スタ 種

貞 サシ次ガマ政党 普一 ヲ子郎ヱノ代平登信ェ 喜代 名

年
85 88 62 80 85 79 68 81 95 57 86 78 

,Te2 、

12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 事E

亡d日>
10 4 30 27 24 21 20 20 18 17 15 12 

出
生
(
お
め
で
と
うH
H
)

十
二
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

J機横志田検南牛志志樋北 住

河原 l可 i* 河原 野 i章 i幸 野
原川 窪 田湖l 川川口 III 所

増福小森 二坂酒波荒 小日 保
岡田倉 宮 本弁部木川野

護
幸 英 準 武義英 1ljl 光和

者
次司強 - 1告義照一 一 明雄

真 J'ï未 光未佑理和修 出
楓 真 生

実 也 来優来ー那也平 児

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 生
年月

26 24 23 21 20 20 16 11 8 7 2 日

で
き
た
よ
し
め
飾
り

十
二
月
十
四
日
、
拝
志
小
学
校

で
は
、
お
と
し
よ
り
と
子
供
た
ち

の
敬
老
交
流
会
が
行
わ
れ
、
し
め

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
わ
ら
か
ら
縄
を

な
う
の
に
一
苦
労
。
お
と
し
よ
り

の
手
際
の
よ
さ
に
び
っ
く
り
し
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
挑
戦

。

山

草
を
つ
け
る
こ
ろ
に
は
、
す

っ
か

り
得
意
顔
で
し
た

。

月 日 1T 司王 名 11寺 間 場 所

9 (日) 当番医 八木耳鼻咽喉科・皮膚科 重信町三|ニ湖l 合64-5400 

1 0例) 労町主立L幼稚主園1)里、司小H・P中7李学主校宮第37学1坦)tl1始l 旦業式: 00三 ~~ _: _~O_ l _í宇虫 f-l'dl!月豆
行政心配ごと相談所 13: 00-15 目 。。 役場2階会議室

3種 (2種)混合予防接種
ーーー ・--- ーーーーーーーー ー---ーー ・ーーーーー ーー

1 3C村
14: 00-14 : 30 111] 民 会館

H3年m - 12月生まれの者及び6才未構内未接種者

成人の日

15ω 時五言::;;:;;::::::;::;二~ J:9~Q曾 1't.9: 301~1五日正昇二五二頭
当番医 藤石病院 重信町志津川 64-1234 

l 
16(日) 当番医 西村内科 重信町志津川 64-2461

リハビリ教室 13:30-15 ・ 30 1111] 民会館
17伺)

新春川村11大会 13: 30 -15 目 30 I PIT 民会館

19C羽
1才6ヶ月児健康診査

13:30-14:30 町民会館
H4年5月 . 6月生まれの者

20附
乳児健康診査

13: 30-14: 30 町民会館
H5年3月 ・ 6月・ 9月生まれの者

21幽 下駄ばき練習⑦ 19 : 30- IIIT 民 会館[

22出 役場開庁日

23(日) 当番医 中 J iI外科・内科 松山市街梅本開T ft76-7811 

24伺) 健康相談〈各地区〉
月

25ω 健康相談〈各地区〉

26(羽 健康相談〈各地区〉

27(;f;) 心配ご と相5主F庁 13 ・ 00-15: 00 役場2階会議室

29ω 役場開庁日

30(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町中黄河原 ft64-2411 

31伺)
日T県民税第4期納期限

国民健康保険税第7期納期限

2 (7j() 
離乳食学級

14 : 00ー 15 : 30 I IIT 民 会 館
H5ino月 ・ 11 月 生ま れの者

5(:IJ 役場開庁日

6 (日)
第第 1四6回回健40康0歳7駅ラ伝ソ大ン会大会 1受付8:30 ・ i閉川会式内9町:00南1 1方E信中学校運動場 1 当番医 泉内科 ft66-2226 

7 例)
おとしより健康相談室 要予約 14:00-16:00 役場保健婦室
ーーーーーーーー- ーーーー ーーーーーーーーーーーーー ー ー・・ーーーーー ーーー ー・-- -ーーー・ ー ー ー -ーー ーー.

料理講習会(バランス 食) 10:00-12:30 i国岡公民館

8 (*l 
3種 (2種)混合予防接種

14:00-14:30 IIIT 民 会館
H3年71'1-12月生まれ及び6才未満の未接極右

9 (羽 貧J!n教室 10: 00-12: 30 IIIT 民会館

10附
不燃ごみ回収日

存}主.IAJièど UI日設而一一一一一 1 -13-: ÕÕ二 is -: -öö1 註通 2 r.r1t証言f
建国記念の日

11@鈎 祝日 のためごみ収集しません。 15 日 (刈に出して下さ い。
2 当番医 愛媛十全医僚学院付属病院 川内町南1j ft66-5011 

12ω 役場開庁日

13(日) F当IH番雪F医T興主明西体野R医fll.院字分ー ー j__9_ ~ 99三 1重1信: 31町q横l~河IT原ft64主-2一15年2; 
14伺) リハビリ教室 13: 30-15: 30 IIIT 民会館

15(刈 痛風 ・ r.. ]コレスア ロール教室 14:00-15:30 IIIT 民会館

乳児健康診査
13 : 30-14 : 30 IUT 民会館

17(;f;) H5年4月・ 7月 ・ 10月 生まれの者

人権相談所
--------------

役場会議室10 : 00-15 : 0。

19(:IJ f生tg;閉庁日

20(日) 当番医 北上;Y;~1専整形外科 松山市平井田T ft75-3753 
21明) 健康相談〈各地区〉

月 22ω 健康相談〈各地区〉

23(羽 健康相談〈各地区〉

24Cね
心配ごと相談所 13 ・ 00-15: 00 役場2階会議室

糖尿病教室① 14 ・ 00-15: 30 町民 会館

不燃ごみ回収日

25店街 両面婦が | 
H 2年10月一 12月生まれの者 13:00-14 民会館

26凶 役場開庁日

27(日) 当番医 i度部内手J十 松山市南機本田T ft75-2232 

粗大ごみ回収日(指定場所~午前 1011寺までに l品して下さい。 )

28例)
聞定資産税第4期納期限

国民健康保険税保険税第8期納期線

水道使用料12、 1月分納期限


